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＝議長あいさつ＝

＝副議長あいさつ＝

初議会を開催

第３回臨時会 2

　歴代議長のなかで、女性議長は初めてということですが、皆様の期待に

そえるよう誠心誠意努力いたします。

　地方創生の時代を迎え議会の果たす役割が、益々重要となっています。

　また、全国に先駆けて光輝く村として発展していくためにも、村民のた

めの開かれた明るい村議会運営に努力、傾注していく所存です。

　常に村民の皆様と対話を重ね、その結果に基づく政策の実現を目指す議会

であるよう、議員一体となって取り組んでいきます。

　今後とも、皆様の温かいご指導ご支援をお願い申し上げます。

　この度、副議長に就任させて頂くことになりました。

　議長の補佐役として二元代表制の議会の役割が重要となる中、議員相互

の連携を図り、国が今年から進めていく「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」に取り組み、人口減少・地方創生を実現すべく努力をし、片品村の発

展の為、職務を全うしたいと考えておりますので、今後も皆様のご支援、

ご協力をお願い申し上げ就任の挨拶とさせていただきます。

片品村議会議長

星 野  千 里

片品村議会副議長

入 澤 登喜夫

〜議会構成決まる〜

　５月１３日開催の平成２７年第３回臨時会では、新議長に星野千里議員、副議長に入澤登喜夫

議員が選出され、各常任委員会の委員長・副委員長そして委員が選任されました。

　また、工事請負契約の締結、専決処分の承認、固定資産評価員の選任、監査委員の選任、等が

提案され、いずれも原案どおり可決しました。



総務文教常任委員会

観光産業常任委員会

＝就任のあいさつ＝

＝就任のあいさつ＝

＝就任のあいさつ＝

議会運営委員会

人　事 専決処分

工事請負契約

第３回臨時会3

　村民皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　５月の臨時会におきまして、委員各位のご推挙をいただきまして総務文教

常任委員長に就任いたしました。

　地方創生に向けた、まち・ひと・しごと創生に取り組むとともに、所管事

項に一層精励し議員職務全うに努めてまいります。

　今後とも、村民の皆様のご指導・ご協力をお願い申し上げ、就任の挨拶と

いたします。　　　　　　　　　　                        （委員長　千明　道太）

　行政との適切な緊張感を保ちつつ円滑な運営を心掛けます。

　「迅速」と「活発」をテーマとしてより開かれて時代に呼応する議会と

なるように努めて行きますのでよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　               　　　（委員長　星野　精一）

◎星野　精一　○今井　　功　　千明　道太
　星野　栄二　　萩原　正信　　後藤　眞平

◎千明　道太　○萩原　正信　　星野　逸雄
　星野　精一　　梅澤　志洋　　髙山　悦夫

　暑さ厳しい時節、皆様におかれましては、ご健勝にてお過ごしのこととお
喜び申し上げます。
　この度、5 月臨時議会におきまして、委員各位のご推挙をいただき、観光
産業常任委員長に就任いたしました。
　村を取り巻く社会情勢、厳しい経済状況の中、議会の果たす役割と意義は
重要であります。
　微力ではありますが、議員各位、村民のご指導をいただきながら、活気あ
る安心・安全で住み良い村づくりのため鋭意努力してまいる所存でおります。
　今後とも皆様のご指導とご協力をお願い申し上げまして就任の挨拶とさせ
ていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　星野　栄二）

◎星野　栄二　○後藤　眞平　　入澤登喜夫
　星野　千里　　今井　　功　　千明　　勉

利根東部衛生施設組合議会議員

星野　千里、今井　　功、千明　道太

星野　栄二、萩原　正信

片品村固定資産評価員の選任

金子　賢司氏（東小川）

片品村監査委員の選任

戸丸　廣安氏（菅沼）      入澤登喜夫氏（越本）

今井工業株式会社

○村道越本・花咲線　法面崩落対策工事

契約金額　　金　70,200,000 円

・群馬県市町村総合事務組合規約の一部

  改正協議

・片品村税条例の一部改正

・片品村国民健康保険税条例の一部改正



平成２７年度　６月補正

６月議会定例会で決まったこと

賛　成

児童館用地取得について

第４回定例会 4

会　　計　　名

（単位：千円）

片品村一般会計補正予算（第１号）

片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第１号）

片品村介護保険特別会計補正予算（第１号）

73,956

11,700

11,700

歳入予算振替による

（収益的収入）

（収益的支出）

4,265,956

112,686

112,601

526,915

補　正　額 補　正　後

　平成 27年第４回片品村議会定例会（６月議会）を６月５日から 12日まで

の８日間にわたり開催しました。

　「平成 27年度一般会計補正予算」「繰越明許費繰越計算書の報告」「片品村

教育委員会委員の任命」等が提案されました。

　議会は、予算説明会、各常任委員会を開催し本会議で審議のうえ、全ての

議案を可決しました。

「発言者　今井　　功」

平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

に
つ
い
て
、
こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　賛成の立場から討論します。今年度より、子育て支援策として

の取り組みを強化し過去にないほど、幼児の利用が増加している

とのことです。現在の児童館は昭和５７年に建築したもので老朽

化が著しく、今年４月に施行された子育て支援法に基づく「子育

て拠点」としての機能を満たすことが出来ないと危惧されるとこ

ろです。計画している用地取得場所は、小学校にも近く児童の安

心・安全を最優先に考え好ましい場所と考えます。

　取得予定地は片小との連携においては優れているが逆に言えば

そこしかメリットがない。片小～片中までの保育所付近に置くこ

とで異なる世代交流をする。役場付近にて道の駅構想があるが賑

やかな国道と子育てエリアとの適切な距離が必要ではないか、以

上の理由でこの場所の用地取得に反対する。

27

「発言者　星野　精一」反　対



第４回定例会

主な繰越明許費

人　事

片品村教育委員会委員

議会広報編集特別委員会

＝就任のあいさつ＝

都市との交流を進める
特別委員会

＝就任のあいさつ＝

5

（単位：千円）

項　　目 事　 業　 名 金　　額

農林水産業費

総務費

土木費

消防費

地域住民生活緊急支援交付金

大規模野菜経営体育成支援事業

被災農業者向け経営体育成支援事業

林業経営作業道整備交付金

塗川橋架替工事

塗川橋積算施工管理業務委託

三松橋長寿命化対策工事

三松橋積算施行管理業務委託

細工屋橋橋梁補修設計業務委託

防災マップ作成業務委託

94,275

10,537

2,243

1,140

177,120

4,398

119,880

4,329

17,172

864

星　 美弥子氏（再任）、  井上　　至氏（再任）、  芝　　健司氏（再任）

◎星野　精一　○今井　　功　　星野　千里
　星野　逸雄　　髙山　悦夫　　千明　　勉

　「議会だより」は村民の皆さんと議会をつなげる一番太い糸です。

できるだけ「正確に」「わかりやすく」「はやく」をモットーに編集

をしていきますので一年間よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　                                （委員長　星野　精一）

◎梅澤　志洋　○星野　逸雄　 他議員全員が委員

　この度６月定例会において「都市との交流を進める特別委員会」の

委員長に就任いたしました。

　地方自治体にとって少子高齢化、人口減少問題、地方創生事業など

問題が山積しております。このようなときに様々な都市との交流を進

めながら片品村の知名度アップを推進し、今後の村のために活かして

いきたいと思います。

　村民の皆様、各委員のご指導、ご協力お願い申し上げ、就任のあい

さつといたします。　　　　　　　　　　　　（委員長　梅澤　志洋）

竒



村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

答

答答

一
、
人
口
減
少
対
策
に

　
　
つ
い
て

答

答

答

答

二
、
村
営
住
宅
の
現
状
と

　 

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

三
、
空
き
家
対
策
に

　
　
つ
い
て

一 般 質 問 6

村営住宅

 

　  

基
本
的
な
対
策
は
ど
う

   

考
え
て
い
る
か
。

問

入澤 登喜夫 議員

　
平
成
　
年
度
ス
タ
ー
ト

の
第
３
次
総
合
計
画
、
後

期
基
本
計
画
に
の
っ
と
り

人
口
減
少
は
喫
緊
の
課
題

と
位
置
づ
け
、
若
者
の
雇

用
創
造
に
向
け
た
シ
ン
ボ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を

掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
策
定
中
の
第
４
次
総

合
計
画
や
片
品
村
の
総
合

戦
略
づ
く
り
で
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
本
的
な
対
策
の
考
え
と

し
て
は
、

①
村
内
に
お
け
る
安
定
し

　
た
雇
用
を
創
出
す
る
。

②
片
品
村
へ
の
新
し
い
人

　
の
流
れ
を
つ
く
る
。

③
若
い
世
代
の
結
婚
、
出

　
産
、
子
育
て
の
支
援
や

　
希
望
を
か
な
え
る
。

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を

　
作
り
、
安
心
な
暮
ら
し

　
を
守
る
と
と
も
に
、
村

　
全
体
を
活
性
化
す
る
。

以
上
四
点
を
基
本
に
取
り

　
組
ん
で
い
き
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　  

住
民
は
こ
の
こ
と
に

   

関
し
て
認
識
は
ど
う
か
。

問　
今
を
好
機
と
捉
え
、
片

品
村
が
将
来
も
輝
く
村
で

あ
る
た
め
、
村
民
の
英
知

を
集
結
し
、
将
来
を
し
っ

か
り
視
野
に
入
れ
、
ぶ
れ

る
こ
と
な
く
着
実
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　  

人
口
減
少
の
歯
止
め

   

の
対
策
は
ど
う
か
。

問

く
村
で
あ
る
た
め
若
者
の

雇
用
創
造
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
、
食
、
温
泉
、

歴
史
文
化
、
自
然
、
人
情
を

磨
き
特
色
あ
る
地
域
づ
く

り
に
よ
り
村
の
魅
力
を
高

め
村
経
済
の
発
展
に
つ
な

げ
、
雇
用
の
安
定
を
は
か
り

ま
す
。

　
国
か
ら
の
交
付
金
を
活

用
し
、
総
合
戦
略
策
定
事

業
、
村
中
心
地
・
活
性
化

事
業
、
農
林
業
活
性
化
事

業
、
外
国
人
観
光
客
誘
致

促
進
事
業
、
移
住
・
定
住

促
進
事
業
、
観
光
振
興
事

業
、
子
育
て
・
暮
ら
し
相

談
窓
口
設
置
事
業
、
起
業

支
援
・
雇
用
支
援
等
を
進

め
ま
す
。

　
片
品
村
は
将
来
も
、
輝

　
人
口
減
少
の
歯
止
め
の

対
策
と
し
て
お
答
え
を
い

た
だ
い
た
。
今
か
ら
始
め

て
も
直
ぐ
に
効
果
が
現
れ

る
も
の
で
な
い
。
そ
う
か

と
言
っ
て
遅
れ
る
事
は
村

と
し
て
も
避
け
た
い
。
小

さ
く
て
も
輝
く
村
、
そ
し

て
小
さ
く
て
も
存
在
す
る

村
を
目
指
し
、
将
来
を
見

据
え
た
施
策
の
執
行
を
お

願
い
し
た
い
。

︵
村
長
︶

︵
入
澤
議
員
︶

　
空
き
家
は
使
用
出
来
る

家
と
、
危
険
を
伴
う
空
き

家
と
の
２
点
に
分
か
れ
る

が
、
利
用
可
能
な
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
と

話
し
合
い
利
活
用
を
考
え
、

危
険
な
空
き
家
に
対
し
て

は
、
立
入
調
査
、
行
政
代

執
行
な
ど
強
制
力
を
利
用

し
て
処
置
す
る
等
を
考
え
、

村
内
の
各
区
か
ら
の
情
報

提
供
を
利
用
し
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
。

︵
入
澤
議
員
︶

 

　  

村
営
住
宅
の
現
状
に

   

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

   

把
握
し
、
ど
の
よ
う
な

   

対
応
を
し
て
い
る
か
。

問

 

　  

今
後
の
対
策(

改
築
・

新
築)

は
考
え
て
い
る
か
。

問

　
建
築
は
Ａ
・
Ｂ
棟
は
昭

和
　
年
、Ｃ
・
Ｄ
棟
は
昭
和

　
年
、Ｅ
棟
を
昭
和
　  

年

に
建
設
し
　
戸
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
入
居
者
は

世
帯
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
の
改
修
状
況
は
平

成
　
年
に
合
併
浄
化
槽
を

設
置
し
全
棟
水
洗
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
　
年
に

は
、
玄
関
、
車
路
の
ス
ロ

ー
プ
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、

軽
微
な
改
修
の
み
で
す
。

︵
村
長
︶

 

　  

国
土
交
通
省
が

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
の
５
月
の
全
面

施
行
を
前
に
全
国
自

治
体
に
指
針
案
を
示

し
た
と
聞
い
て
い
る

が
村
の
意
見
は
。

問

　
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽

化
が
一
段
と
進
み
、
改
修

工
事
の
経
費
も
か
さ
み
、

耐
震
化
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
新
築
と
空
家
の
活
用

を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
多
く
の
引
き
合
い

や
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
空
き
家
登
録
の

物
件
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
村
で
も

空
き
家
の
実
態
調
査

を
行
い
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
措
置
法
で
定
め
る

事
が
出
来
る
と
さ
れ
る
空

き
家
対
策
計
画
、
組
織
で

き
る
と
さ
れ
る
協
議
会
の

設
置
な
ど
、
調
査
、
検
討
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　  

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
の
全
面
施
行
後
の
村

の
具
体
的
な
対
応
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

問　
村
民
や
若
者
等
、
移
住

者
へ
の
斡
旋
、
紹
介
の
実

施
、
移
住
者
向
け
に
地
方

創
生
予
算
を
活
用
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
改
修
費
補
助
金

制
度
な
ど
の
充
実
化
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

23
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22



村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

一
、
橋
梁
整
備
に
つ
い
て

答

答

答

答

答答

答

二
、
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て

答

一 般 質 問7

改修工事を行うことになった学校橋

千 明    勉 議員

 

　  

細
工
屋
橋
の
補
修
補
強

工
事
の
予
定
が
、
学
校
橋
の
補

強
工
事
に
変
更
さ
れ
た
理
由
は
。

問

 

　  

欄
干
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
周
囲
の
景
観
に
配
慮
す
る

考
え
が
あ
る
か
。

問

 

　  

日
光
市
側
か
ら
の

誘
客
に
つ
い
て
。

問

 
　  
日
光
側
と
の
交
流

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る

か
。

問

 

　  

片
品
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
駅
か
ら
離
れ
て
い
ま

す
が
、
広
範
囲
に
見
れ
ば
一

大
観
光
地
の
日
光
の
隣
で
あ

り
、
大
勢
の
人
が
住
ん
で
い

る
首
都
圏
の
近
く
で
も
あ
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

問

 

　  

国
際
化
へ
の
対
応
と
外

国
人
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
。

問

 

　  

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

 

　  

今
後
の
手
順
は
。

問

　
細
工
屋
橋
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
調
査
の
結
果
、
橋
の

耐
荷
重
が
著
し
く
低
い
こ
と

が
判
明
し
、
新
橋
の
建
設
の

ほ
う
が
工
事
費
が
節
約
出
来

る
こ
と
か
ら
計
画
を
変
更
し
、

橋
の
架
け
替
え
で
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
の
補
助
金
が
決
定
し
た

の
で
代
替
え
施
工
を
検
討
し

た
結
果
、
穴
沢
地
区
の
学
校

橋
の
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

︵
村
長
︶

　
　
年
度
、
下
部
工
の
補
強
、

補
修
を
行
い
、　 

年
度
上
部

工
の
補
強
、
補
修
を
行
い
ま

す
。 ︵

村
長
︶

　
観
光
、
農
業
の
村
と

し
て
、
ま
た
地
方
創
生

の
観
点
か
ら
も
経
済
人

口
を
増
や
す
点
で
も
極

め
て
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

あ
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
群
馬
県
及
び
栃
木
県
の

支
援
を
い
た
だ
き
、
国
へ
の

要
望
を
両
者
で
行
い
ま
し
た
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
沿
い
の

市
町
村
が
連
携
協
力
す
る
こ

と
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
の
成
果
が
日
光
と
片

品
が
一
つ
に
な
っ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

︵
村
長
︶

　
農
産
物
の
販
路
拡
大
や
新

商
品
の
開
発
研
究
、
交
流
拠

点
の
か
た
し
な
や
、
収
穫
祭

の
開
催
な
ど
誘
客
を
視
野
に

入
れ
た
事
業
を
今
後
も
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
の

道
の
駅
の
整
備
を
図
り
、
世

界
遺
産
の
日
光
と
富
岡
製
糸

を
結
ぶ
広
域
観
光
ル
ー
ト
の

要
と
し
て
、
ま
た
尾
瀬
の
玄

関
口
と
し
て
、
片
品
村
の
発

展
を
考
え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
こ
れ
か
ら
の
片
品
村
の
発

展
を
考
え
た
と
き
、
外
国
人

観
光
客
の
誘
客
は
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
台
湾
を
は
じ
め
と
し
て
外

国
人
観
光
客
受
入
れ
交
流

事
業
、
外
国
語
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
片
品
村
を
紹
介

す
る
英
文
ブ
ロ
グ
を
作
成
し

て
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
受
入
れ
促

進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
誘

客
プ
ラ
ン
を
検
討
中
で
す
。

　
な
お
作
成
中
の
総
合
計
画

に
お
い
て
も
、
国
際
化
と
外

国
人
客
促
進
を
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
行
政
間
の
交
流
で
金

精
峠
の
年
間
開
通
を
目

指
し
て
双
方
が
協
力
し

︵
村
長
︶

27

28

　
塗
川
橋
の
よ
う
な
景
観
に

配
慮
し
た
高
欄
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

つ
き
ま
し
て
は
維
持
管
理
、

除
雪
等
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

の
で
個
別
に
検
討
い
た
し
ま

す
。 ︵

村
長
︶



村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

一
、
村
長
の
人
事
権

　
　
行
使
に
つ
い
て

二
、
村
長
の
選
挙
運
動

　
　
に
つ
い
て

答

答答

答答

答

答

一  般  質  問 8

 

　  

副
村
長
の
人
事
案
件
が

１
月
１
カ
月
間
、
不
在
の
理

由
は
。

問

 

　  

職
員
の
異
動
に
つ
い
て

偏
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
が
、
多
く
の
仕
事
を
覚

え
て
も
ら
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

に
取
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
今
後
異
動
希
望
を
と
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

問

 

　  

む
ら
づ
く
り
観
光
課
に

振
興
公
社
か
ら
派
遣
で
来
て

い
る
が
人
事
交
流
等
の
取
り

決
め
は
あ
る
の
か
。

問

 

　  

２
月
か
ら
む
ら
づ
く

り
観
光
課
長
が
不
在
と
な

っ
て
い
る
が
、
観
光
立
村

で
あ
る
片
品
村
と
し
て
早

期
に
む
ら
づ
く
り
観
光
課

長
の
配
置
を
望
む
も
の
で

あ
り
不
在
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

問
 

　  
管
理
職
へ
の
昇
格
に
つ

い
て
基
準
等
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

萩原  正信 議員

　

前
副
村
長
の
任
期
終
了

の
後
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご

意
見
を
伺
い
事
務
事
業
の

停
滞
を
期
さ
な
い
よ
う
努

め
た
結
果
、
１
カ
月
の
不

在
が
生
じ
ま
し
た
。

︵
村
長
︶

　

過
去
２
回
ほ
ど
異
動
希

望
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の

職
員
か
ら
の
回
答
は
無
記

入
、
あ
る
い
は
一
任
、
な

し
で
あ
り
ま
し
た
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
総
合
的
に

判
断
し
、
職
員
の
配
置
に

は
慎
重
に
対
処
し
て
ま
い

り
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

振
興
公
社
が
行
っ
て
い

る
事
業
と
い
う
も
の
は
村

に
か
わ
っ
て
代
行
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
密
接
な

関
係
で
す
。
人
事
交
流
に

つ
い
て
の
取
り
決
め
は
行

っ
て
お
り
ま
す
。

︵
副
村
長
︶

　

地
方
創
生
関
係
、
シ
ン

ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

推
進
な
ど
現
在
の
副
村
長

が
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
必
要
な
一
定

の
期
間
副
村
長
の
立
場
で

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

︵
村
長
︶

　

課
長
へ
の
任
用
は
村
運

営
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と

で
あ
り
人
事
評
価
制
度
や

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
意
見

等
を
伺
い
総
合
的
に
判
断

し
て
任
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

︵
村
長
︶

 

　  

む
ら
づ
く
り
観
光
課
長

を
任
命
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
前
課
長
を
除
い
て
は

そ
れ
に
か
わ
る
人
を
任
命
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

問

 

　  

特
別
職
を
含
む
全
て
の

公
務
員
は
、
公
職
選
挙
法
第

１
３
６
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
そ
の
地
位
を
利
用

し
て
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と

は
厳
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

特
別
職
で
あ
る
村
長
の
選
挙

運
動
の
で
き
る
範
囲
、
あ
る

い
は
規
制
を
受
け
る
こ
と
に

つ
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
た
い
。

問
　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
に
、
今
の
事
業
を

よ
り
推
進
す
る
た
め
に
一

定
期
間
空
席
に
し
て
、
そ

れ
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
理

解
の
ほ
ど
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

基
本
的
に
法
令
を
遵
守
、

特
別
職
公
務
員
と
し
て
の

自
覚
の
も
と
に
日
々
村
政

運
営
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

選
挙
活
動
に
お
き
ま
し
て

も
、
制
限
は
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
そ
の
制
限

は
一
般
職
と
は
違
い
、
地

位
を
利
用
し
た
選
挙
活
動

を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶



もたに

答 答

答答

答

答

答

答

答

 

・
作
る
政
治
か
ら
物
を

活
か
す
政
治
に
変
わ
る

た
め
に

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

9 一  般  質  問

星野  精一 議員

 

　 

こ
れ
か
ら
検
討
と
い
う

の
は
ス
ピ
ー
ド
が
足
ら
な
い

と
思
う
が
。

問

 

　 

　
年
、　
年
、　
年
後
の

人
口
を
ど
う
予
測
し
て
い
る

の
か
。

問

　
現
在
使
用
中
で
す
の
で
、

い
た
ず
ら
な
不
安
を
持
た

れ
な
い
よ
う
、
踏
み
込
ん

だ
議
論
を
あ
え
て
し
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

 

　 

小
学
校
統
合
後
３
校
の

利
用
は
検
討
中
か
。

問　
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い

が
適
切
に
対
処
し
た
い
。

︵
教
育
長
︶

　
お
お
む
ね
人
口
問
題
研

究
所
が
推
計
し
て
い
る
数

値
と
余
り
相
違
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　 

公
共
建
築
に
お
い
て
ど

の
ぐ
ら
い
の
人
口
を
基
準
に

し
て
い
る
の
か
。

問　
現
在
計
画
中
の
中
学
校

に
つ
き
ま
し
て
は
現
時
点

で
の
人
口
を
基
準
に
し
て

い
ま
す
。

整
備
計
画
中
の
児
童
館
の

規
模
の
考
え
方
は
総
合
的

視
点
で
検
討
中
で
す
。

︵
村
長
︶

 

　 

武
尊
根
小
学
校
は
非
常

に
風
情
の
あ
る
木
造
建
築
な

の
で
ロ
ケ
地
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

問

 

　 

鎌
田
の
活
性
化
の
際
、

国
道
を
境
に
し
て
西
を
観

光
エ
リ
ア
、
東
を
行
政
教
育

エ
リ
ア
と
す
み
分
け
を
し

骨
格
の
太
い
ビ
ジ
ョ
ン
を

つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

問

 

　 

教
員
住
宅
の
今
後
利
用

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
年

寄
り
と
若
者
が
入
れ
る
共
生

型
入
居
が
好
ま
し
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

問 　
片
品
村
農
業
観
光
活
性

化
推
進
委
員
会
か
ら
新
た

な
観
光
拠
点
に
な
り
得
る

の
で
検
討
す
る
よ
う
中
間

答
申
を
受
け
今
後
の
検
討

事
項
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

︵
村
長
︶

　
村
内
の
独
居
高
齢
者
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
若

者
な
ど
共
生
型
入
居
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　 

藻
谷
浩
介
氏
の
講
演

料
は
。
講
演
を
聞
き
何
を

感
じ
こ
れ
か
ら
の
む
ら
づ

く
り
に
ど
う
生
か
す
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問

　
講
演
料
は
５
万
円
、
交

通
費
は
２
万
円
を
お
渡
し

い
た
し
ま
し
た
。
現
在
進

め
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
方
向
は

時
代
の
流
れ
を
先
行
し
た

対
策
で
は
な
か
っ
た
の
か

と
感
じ
ま
す
。
講
演
の
内

容
等
を
参
考
に
む
ら
づ
く

り
を
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
第
４
次
総
合
計
画
や

地
方
創
生
の
片
品
版
総

合
戦
略
並
び
に
将
来
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
作
業

な
ど
総
合
的
に
考
え
、

中
心
拠
点
で
あ
り
ま
す

鎌
田
地
区
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　 

公
共
建
築
に
お
い
て
コ

ン
パ
ク
ト
化
の
発
想
、
着
想

は
あ
る
の
か
。

問

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ

か
り
と
定
め
、
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
空
き
家

既
存
施
設
の
活
用
な
ど
幅

広
く
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

︵
村
長
︶

様々な課題を投げかけた藻谷氏

10

20

30

も
た
に
こ
う
す
け



答答答答

答答

観 

光 

産 

業 

常 

任 

委 

員 

会

総 

務 

文 

教 

常 

任 

委 

員 

会

協
議
事
項

答

答答答

答

答

答

　
　

路
線
を　

台
を
使
っ

て
、
小
学
生
・
中
学
生
の

輸
送
を
考
え
て
い
る
。　

常 任 委 員 会 10

協
議
事
項

 

・
村
内
橋
梁
工
事
箇
所
、

尾
瀬
の
郷
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ

ー
ム
太
陽
光
発
電
所
、
牧

場
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
ス
タ

ー
ト
ゴ
ー
ル
地
点
の
視
察

を
行
う
。

 

・
特
に
な
し

一
、
管
内
視
察
に
つ
い
て

二
、
平
成
　
年
度
補
正
予
算

　  

に
つ
い
て

三
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

　
　
昨
年
度
の
鳥
獣
害
対

策
と
被
害
額
は

　

鹿　

頭
︵
内
環
境
省
、

県
が　

頭
︶
猿　

頭
、
熊

　

頭
、
猪　

頭
、
カ
モ
シ

カ　

頭
で
、
被
害
額
は
農

業
関
係　

万
、
林
業
関
係

２
千　

万
で
す
。　

問　
　
林
業
関
係
に
力
を
入

れ
雇
用
を
増
や
す
考
え
は

　

緑
の
県
民
税
事
業
︵
市
町

村
提
案
型
︶
の
県
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
受
け
る
予
定
。

問

　

財
源
確
保
に
努
め
て
い

る
が
、
平
成　

年
度
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
　
花
の
谷
公
園
か
ら
寄

居
山
公
園
一
帯
構
想
で
中

央
公
民
館
は
耐
震
構
造
で

な
い
が

　
　
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
核
で
あ
る
道
の
駅

の
見
通
し
は

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
交
流
ゾ
ー
ン
、
憩

ゾ
ー
ン
、
文
化
ゾ
ー
ン
と

考
え
て
い
る
が
子
育
て
優

先
で
児
童
館
の
移
動
が
先

決
で
年
次
計
画
、
優
先
順

位
を
も
っ
て
財
源
確
保
を

図
り
実
施
し
た
い
。

問　
　
花
の
駅
で
お
客
さ
ん

が
１
日
過
ご
せ
る
こ
と
を

考
え
な
い
か

　

意
見
を
受
け
止
め
て
、
で

き
る
も
の
は
検
討
し
た
い
。

問

　
　
今
後
の
橋
梁
整
備
予

定
は

　

平
成　

年
度
に
学
校
橋

の
下
部
工
︵
橋
台
、
橋
脚
等
︶

平
成　

年
度
に
上
部
工

︵
床
版
、
高
欄
等
︶
工
事
を

予
定
し
て
い
る
、
細
工
屋

橋
は
平
成　

年
度
に
調
査

設
計
に
入
る
。

　

超
寿
命
化
計
画
の
点
検

が
５
年
に
１
回
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
結
果
に

基
づ
き
順
次
整
備
す
る
予
定
。

問

答 　
　
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
の

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
︵
イ

ベ
ン
ト
、
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
︶
に
使
用
す
る
考
え

は
あ
る
か

　

 

現
在
一
部
コ
ー
ス
整
備

を
し
て
い
ま
す
、
今
後
ス
タ

ー
ト
ゴ
ー
ル
地
点
を
整
備

し
有
効
活
用
を
考
え
た
い
。

問答 　
　
鳥
獣
害
防
止
柵
の
設

置
状
況
と
今
後
の
予
定
は

　

  

平
成
６
年
度
か
ら
実

施
し
、
施
工
延
長　

ｋ
ｍ

で
対
鹿
の
耕
作
地
カ
バ
ー
率

は　

％
、
対
猪
は　

％
、
今
後

未
設
置
個
所
を
先
行
し
、
そ

の
後
猪
対
策
を
実
施
す
る
。

問

27

38

320255
360

180

61

18

25
11

27
28

29

29

70

11

11

20

︵
委
員
長　

千
明  

道
太
︶

︵
委
員
長　

星
野  

栄
二
︶

　
　
ど
の
よ
う
な
校
舎
を

考
え
て
い
る
の
か

　

木
造
平
屋
建
て
で
英
語

の
Ｅ
の
字
型
、
４
棟
の
た

た
き
台
案
で
す
。　

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

一
、
中
学
校
建
築

問

　
　
運
行
路
線
に
つ
い
て

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

︵
農
林
建
設
課
長
︶

︵
農
林
建
設
課
長
︶

︵
農
林
建
設
課
長
︶

︵
農
林
建
設
課
長
︶

二
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

　  

計
画

問　
　
予
定
地
の
取
得
に

　   

つ
い
て

　

前
環
境
省
事
務
所
の
あ

る
所
の
、
村
有
地
の
隣
接
地

を
収
用
法
の
事
業
認
定
後

購
入
し
た
い
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

三
、
児
童
館
建
設
予
定

用
地
取
得
及
び
建
築
に

つ
い
て

問　
　
児
童
館
建
設
に
つ
い
て

　

児
童
館
及
び
図
書
室
を

建
て
た
い
。　

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

︵
村
長
︶

︵
副
村
長
︶

︵
副
村
長
︶

︵
副
村
長
︶

　

村
の
小
学
校
が
統
合
さ

れ
、
国
道
横
断
な
ど
の
安
全

面
を
考
え
て
移
転
し
た
い
。

　

︵
村
長
︶

問 　
　
運
行
便
数
に
つ
い
て

　

朝
１
便
と
夕
方
２
便
を

予
定
し
て
い
る
。
中
学
生

が
い
る
の
で
夕
方
３
便
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。　

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

問

　
　
仮
設
教
室
に
つ
い
て

　

駐
輪
場
の
所
に
リ
ー
ス

契
約
で
２
階
建
て
を
中
心

に
考
え
て
い
ま
す
が
、
よ

り
安
全
な
位
置
を
検
討
中

で
す
。　

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

問答 　
　
建
設
に
関
す
る
工
程

に
つ
い
て

　

今
年
度
中
に
実
施
設
計

を
し
て
、
小
学
校
と
同
じ

よ
う
に
進
め
た
い
。
木
造

な
の
で
若
干
早
く
完
成
し

そ
う
で
す
。　

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

問

片品中学校校舎尾瀬ほたか高原スポーツパーク・クロスカントリーコース



６月定例議会は　合計３２人の傍聴がありました。

〜議会を傍聴して〜
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入
澤
登
喜
夫

星
野
　
千
里

今
井
　
　
功

星
野
　
逸
雄

千
明
　
道
太

星
野
　
精
一

星
野
　
栄
二

梅
澤
　
志
洋

髙
山
　
悦
夫

萩
原
　
正
信

後
藤
　
眞
平

千
明
　
　
勉

議
員
名議

決
結

議
案
内
容

議
案
番
号

教育委員任命

教育委員任命

教育委員任命

一般会計

観光施設事業特別会計

介護保険特別会計

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

賛成多数
可決

同　意
第 5号

同　意
第 6号

同　意
第 7号

議　案
第46号

議　案
第47号

議　案
第48号

村 民 の 声村 民 の 声

須藤　賢一
（東小川）

さん

入澤  眞理子
（越本）

さん

任
　
　
命

補
正
予
算

　初議会のためか、地方新聞とローカル情報誌の記者も来ていま

した。入場してきた議員さんたちは、気概と緊張を持っているよ

うにも見えました。現場で見聞きする議会は、文字や言葉では表

せない情報を沢山持っています。多くの村民が傍聴出来る仕組み

を工夫してほしいと思いました。

また、決を採るだけの質疑でも、そこに至るまでには多くの物語

や背景が有ったと聞くこともあります。なので、個々の議員が議

会の外での情報発信をもっと工夫すれば、議会の内容が、そして

村政がより充実すると感じました。

　まず、傍聴会場の人の多さにステキ ! と思いました。

　とかく遠い存在で、重々しい言葉づかいが語られる議会は、

やはり、女性議長さんの誕生で親しみやすさを与えてくれた

のでしょうか。

　質問されるベテランや新人の議員さん達の事前の勉強、資

料揃えが見え、頼もしく感じられました。

　若い人々は仕事があり、傍聴に来る機会がないと思うので、

企業で働く人や子育てママ達が来られるような雰囲気、シス

テムがあるといいかもと感じました。

議員さん達が委員会や得意分野の部分で、地域へ出前トーク

しに来てくれると、より身近で魅力的な議会になると思います。

６月定例議会の主な議案内容及び議決一覧



議 会 活 動 日 誌

４月

５月

６月

７月

編  

集  

後  

記

９月議会を傍聴しませんか！

議 会 活 動 12

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
星
野
　
千
里
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

次回定例会は、９月３日（木）の予定です。一般質問は、

 開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）にて閲覧
できます。HP 掲載写真はフルカラーです。　
URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/

○傍聴のお知らせ

24 日 金精道路開通セレモニー

8 日

13 日

20 日

21 日

24 日

27 日

28 日

〃

〃

〃

29 日

議員懇談会

第３回議会臨時会

議長杯ゲートボール大会

尾瀬山開き

婦人会ミニバレーボール大会

議長杯グラウンドゴルフ大会

議会運営委員会、議会全員協議会

片品村商工会通常総会

総合計画並びに地方版総合戦略策定意見交換会

片品村小中学校ＰＴＡ連絡協議会総会

片品村観光協会通常総会

5 日

〃

〃

7 日

9 日

12 日

〃

13 日

16 日

〃

20 日

26 日

〃

1 日

〃

〃

2 日

〃

４日

日22〜23

第４回議会定例会  開会

議会全員協議会（補正予算説明会）

第１回広報編集特別委員会

利根沼田消防ポンプ操法競技会

観光産業・総務文教常任委員会

第４回議会定例会　閉会

第２回広報編集特別委員会

武尊牧場「レンゲツツジまつり」

武尊山山開き式並びに夏山リフト安全祈願祭

片品村小中学校教育研究会総会

白根山山開き

片品村森林組合通常総会

新議員研修会

2 日

4 日

区対抗ゴルフ大会

むら・ひと・しごと創生本部有識者会議

至仏山山開き

第３回議会広報編集特別委員会

少年の主張尾瀬大会

議会と区長との懇談会

国・県出先機関事業概要説明会

利根沼田地域「まち・ひと・しごと

創生事業」シンポジウム

利根郡町村議員・事務局長研修

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

星野　精一

今井　　功

星野　千里

星野　逸雄

髙山　悦夫

千明　　勉

　
改
選
後
初
の
定
例
議
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
喜
ば
し
い
お
知

ら
せ
が
い
く
つ
か
有
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
は
表
紙
に
も
な
っ
た
片
品
初
の
女

性
議
長
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
、
国
を
あ
げ
て
女
性
の
社
会
参
画

に
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
制
度
変
更
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
施
さ
な
け
れ
ば
、

こ
れ
は
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
県
下
で
も
唯
一
の
女
性

議
長
の
誕
生
は
、
私
た
ち
の
村
の
イ
メ

ー
ジ
発
信
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
る

と
考
え
ま
す
。

　
二
つ
目
は
今
回
の
定
例
会
は
傍
聴
が

と
て
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
喜
ば
し
い

事
に
若
い
世
代
が
目
立
っ
た
こ
と
で
す
。

　
議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
も

あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
た
く

さ
ん
の
厳
し
い
目
線
が
村
政
を
健
全
に

運
営
さ
せ
ま
す
。

　 

﹁
主
権
村
民
﹂
の
意
識
を
よ
り
い
っ

そ
う
持
っ
て
い
た
だ
き
、
９
月
定
例
会

に
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別

委
員
会
　
　
委
員
長

星
野  

精
一

︻

︻

武尊牧場「レンゲツツジまつり」 白根山山開き




